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イ
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サ
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長
原 
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教
え
方
が
厳
し
い
の
は
当
た
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前
。
音
楽
の
道
は
厳
し
い
の
だ
か
ら
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特
別
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リ
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ス
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社
団
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才
能
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育
研
究
会
芸
術
監
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豊
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耕
兒
氏

 
特
別
座
談
会

世
界
か
ら
信
頼
さ
れ
る

グ
ロ
ー
バ
ル
プ
レ
ー
ヤ
ー
を
目
指
し
て

宗
岡
社
長
と
海
外
拠
点
駐
在
の
新
日
鉄
マ
ン
が
語
り
合
う



研究開発の現場から
13

挑戦しています。夢のものづくり

大分製鉄所 設備部機械技術グループ

猪ノ口 愛  （2009年入社、機械工学専攻）

“トライボロジー”を
製鉄現場に浸透・定着させ、
設備トラブルの撲滅を目指す

S e r i e s

近
年
、
鉄
鋼
業
を
は
じ
め
と
す
る
産

業
界
で
は
、
設
備
機
械
の
長
寿
命
化
と

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
目
的
に〝
機
械
の
血
液
〞

と
も
言
え
る
潤
滑
材（
潤
滑
油
、
グ
リ
ー

ス
な
ど
）を
分
析
し
、
摩
耗
・
損
傷
状
態
を

管
理
・
診
断
す
る「
ト
ラ
イ
ボ
ロ
ジ
ー
」（
※
）

が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
学
生
時
代
、
機

械
工
学
を
学
ぶ
中
で
当
時
ま
だ
聞
き
な

れ
な
い
こ
の
分
野
の
技
術
を
学
ん
だ
。

「
大
分
で
生
ま
れ
、
製
鉄
所
の
高
炉
を

見
な
が
ら
育
ち
ま
し
た
。
と
言
っ
て
も

構
内
に
入
っ
た
こ
と
は
な
く
、
就
職
活

動
の
と
き
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
設
備
機
械

が
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
稼
働
し
て
い
る
光

景
に
魅
せ
ら
れ
ま
し
た
。
学
生
時
代
に

学
ん
だ
ト
ラ
イ
ボ
ロ
ジ
ー
が
製
鉄
設
備

の
保
全
に
活
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も

驚
き
ま
し
た
」

現
在
は
グ
ル
ー
プ
企
業
の
新
日
鉄
化

学（
株
）と
も
連
携
し
、
現
場
で
採
取
し

た
設
備
機
械
の
潤
滑
材
の
分
析
結
果
を

活
用
し
て
、
製
鉄
所
設
備
の
予
防
保
全

技
術
開
発
に
取
り
組
む
毎
日
。

「
製
鉄
所
の
ど
の
工
場
で
も
多
く
の
潤

滑
材
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
だ
入
社

3
年
目
で
具
体
的
な
成
功
体
験
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
ま
ず
設
備
保
全
の
高
度
化

の
観
点
か
ら
ト
ラ
イ
ボ
ロ
ジ
ー
の
重
要

性
を
浸
透
・
定
着
さ
せ
て
い
く
こ
と
が

私
の
使
命
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
諸
先

輩
か
ら
の
教
え
や
現
場
で
の
ケ
ー
ス
ス

タ
デ
ィ
を
通
し
て
知
識
を
蓄
積
し
、
現

場
が
求
め
る
技
術
を
開
発
し
て
、
最
終

的
に
は
潤
滑
が
原
因
で
起
こ
る
設
備
ト

ラ
ブ
ル
を
撲
滅
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
鉄
づ
く
り
に
か
か
わ
る
人
間
と

し
て
、
担
当
業
務
だ
け
で
は
な
く
大
分

製
鉄
所
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
諸
活
動

に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

で
す
ね
」

設備機械の摩耗状況をラボ実験する様子

※ トライボロジー：tribology。ギリシャ語の tribos（摩耗を意味する言葉）を用いた造語。



新日鉄
ギャラ

リー

光鋼管
工場
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大分製鉄所光鋼管工場は瀬戸内海に面した風光明媚

な環境にある。その沖合に浮かぶ大水無瀬島と小水

無瀬島は光鋼管工場が所有する無人島で、白砂青松

の海岸線が美しい虹ヶ浜・室積海岸などとともに、

瀬戸内海国立公園の一画を成す。空と海と島の自然

景観と地域経済を支える産業が見事に調和している。

空
と
海
と
島

自
然
と
産
業
が
調
和
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（出所：山口県ウェブサイト「やまぐちの環境」）



I/N Tek（冷延）
I/N Kote（亜鉛めっき鋼鈑）
Suzuki Garphyttan（鋼線）

TENIGAL（亜鉛めっき鋼鈑）

マレーシア

米国

メキシコ

Nippon EGalv Steel（亜鉛めっき鋼板）
YKGI（亜鉛めっき鋼板、カラー鋼板）

POSCO Vietnam（冷延）
PEB STEEL（建材加工）
NPV（鋼管杭、鋼管矢板）

ベトナム

INP（鋼管）
LATINUSA（ブリキ）

インドネシア
ブラジル

UNIGAL（亜鉛めっき鋼板）

ウジミナス
ブラジル高炉一貫メーカー。1951年
日伯合弁会社として設立。設立以来、
当社が中心となって技術・操業支援
を行う。2006年当社の持分法適用
関連会社に。粗鋼能力950万トン、
従業員29,600名。

海外アライアンス会社

海外事業会社

海外事務所（座談会参加者が在籍する
拠点のみ掲載しています）

新日鉄の
グローバル
生産・供給体制

目指して
語り合う ── 

INP（鋼管）
LATINUSA（ブリキ）

インドネシア
ブラジル

UNIGAL（亜鉛めっき鋼板）

ウジミナス
ブラジル高炉一貫メーカー。1951年
日伯合弁会社として設立。設立以来、
当社が中心となって技術・操業支援
を行う。2006年当社の持分法適用
関連会社に。粗鋼能力950万トン、
従業員29,600名。
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特別座談会



アルセロールミタル

Suzuki Garphyttan（鋼線）

スウェーデン

中国

タイ

宝山鋼鉄
ポスコ

BNA（冷延・亜鉛めっき鋼板）
PATIN（ブリキ）
NBC China（鋼線）
GYA（鋼管）
Suzuki Garphyttan（鋼線）
無錫NSP（鋼管）
武鋼新日鉄（ブリキ）

Safal Steel
（亜鉛めっき鋼板、カラー鋼板）

南アフリカ

SUS（冷延）
NSGT（亜鉛めっき鋼板）
SNP（鋼管）
NBC Thailand（鋼線）

インド

NPI

新日鉄鉄鋼情報コンサルティング上海支店

新日鉄

STP
タイ新日鉄

当社出資のタイ国ブリキメーカー。
1988年設立、1992 年第１ライン稼
働、2009年第 2ライン稼働。年間生
産能力26万トン、従業員約520名。

当社グループ出資のインド鋼管
メーカー。2010 年設立。2012
年切断・熱処理ライン生産開始
（予定）。2013年以降、一貫製
造体制構築。年間生産能力 2.6
万トン、従業員約300名（予定）。

ナイジェリア

TATAとの合弁会社（冷延）

MRM（冷延）

経済の成熟や人口減少を背景に国内鉄鋼需要に回復の道筋が見えない中、世界の鉄鋼需要は
新興国経済に牽引され、毎年8,000万トン規模で成長を続けている。
一方供給面では、東アジアを中心に新鋭ミルが急速に立ち上がり、
円高や製鉄原料価格の高止まりの影響もあって、海外市場での
大競争は厳しさを増している。
こうした中、新日鉄グループでは新たな成長に向け、
日本・アジア・環大西洋圏の世界３極のグローバル
生産・供給体制構築に取り組んでいる。今号では、
宗岡社長と海外拠点で事業基盤強化に取り組む
社員が、グローバルプレーヤーとしての現在と
今後の課題について語り合った。

世界から信頼される
グローバルプレーヤーを 
──  宗岡社長と海外拠点駐在の新日鉄マンが  

需
要
拡
大
の
中
で
、

競
争
が
激
化
す
る

各
国
の
鋼
材
市
場

タイ

SUS（冷延）
NSGT（亜鉛めっき鋼板）
SNP（鋼管）
NBC Thailand（鋼線）

STP
タイ新日鉄

当社出資のタイ国ブリキメーカー。
1988年設立、1992 年第１ライン稼
働、2009年第 2ライン稼働。年間生
産能力26万トン、従業員約520名。

出資のインド鋼管
0 年設立。2012
理ライン生産開始
年以降、一貫製
年間生産能力 2.6
約 300名（予定）。

社（冷延）
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宗
岡　

現
在
当
社
で
は
、
成
長
す
る
鉄
鋼
需

要
を
捕
捉
す
る
た
め
、
海
外
で
の
新
会
社
・

新
工
場
の
設
立
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
ず
、

国
内
で
経
験
す
る
機
会
の
少
な
く
な
っ
た
新

グ
ロ
ー
バ
ル
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
し
て
、
新
工
場
立
ち
上
げ
や
製
造
実
力
向
上
に
挑
む

ラ
イ
ン
立
ち
上
げ
に
つ
い
て
聞
か
せ
て
く
だ

さ
い
。

高
杉　

昨
年
９
月
に
設
立
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｉ
で
は
、

今
年
４
月
か
ら
新
工
場
の
基
礎
工
事
が
始
ま

り
ま
し
た
。
赴
任
し
て
イ
ン
ド
市
場
の
変
化

の
速
さ
を
痛
感
し
、
コ
ス
ト
競
争
力
強
化
と
、

母
材
か
ら
製
品
ま
で
の
最
適
設
計
を
行
う
当

社
の
強
み
を
活
か
す
た
め
、
一
貫
製
造
ラ
イ

ン
の
稼
働
を
、
当
初
計
画
か
ら
１
年
前
倒
し

で
実
行
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
工
事
遅
延
が
当
た
り
前（
通
称「
イ
ン
ド

時
間
」）の
こ
の
国
で
、
立
ち
上
げ
時
期
を
厳

主要国の自動車生産台数推移

0

500

1,000

2,000
2,500

2002 2006 2008 2010 2015

単位：万台

年
見込み

中国

タイ

日本

インド ブラジル

北米※ 1,826
1,671

1,026

325
178

58
90

963
1,215

365

165

354

2,500

500
450

250

参考資料： 日本自動車工業会、中国汽車工業協会、ブラジル自動車製造業者協会（ANFAVEA）、インド自動車工業会（SIAM）、
 タイ工業連盟（FTI）自動車部会、マークラインズ調べ、2015 年見込みは当社推定ほか
※米国、カナダ、メキシコの合計
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守
す
る
た
め
、
１
０
０
㎞
離
れ
た
工
事
現
場

に
毎
週
足
を
運
ん
で
進
捗
を
確
認
し
、
少
し

で
も
工
事
の
遅
れ
が
あ
れ
ば
、
建
設
会
社
や

設
備
メ
ー
カ
ー
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
、

現
地
ス
タ
ッ
フ
と
連
携
し
な
が
ら
、
人
員
増

強
な
ど
の
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
時
点

で
は
そ
う
し
た
取
り
組
み
が
功
を
奏
し
て
、

計
画
通
り
に
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。

増
地　

Ｓ
Ｔ
Ｐ
第
2
ラ
イ
ン
立
ち
上
げ
で
は
、

事
業
化
調
査
か
ら
立
ち
上
げ
ま
で
を
一
貫
し

て
経
験
し
ま
し
た
。
そ
の
過
程
で
キ
ー
マ
ン

と
な
る
現
地
社
員
の
最
大
活
用
、
現
地
の
次

世
代
人
材
育
成
、
計
画
工
期
の
達
成
と
い
う

３
つ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
88
年
の

Ｓ
Ｔ
Ｐ
立
ち
上
げ
時
よ
り
長
年
在
籍
し
て
い

る
現
地
社
員
を
キ
ー
マ
ン
に
据
え
、
次
世
代

の
人
材
育
成
・
技
能
伝
承
を
行
い
な
が
ら
立

ち
上
げ
を
推
進
し
、
名
古
屋
製
鉄
所
に
約
30

名
の
現
地
社
員
を
送
り
研
修
も
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
雨
季
の
あ
る
タ
イ
で
現
地
メ
ー
カ
ー

を
使
っ
て
の
工
期
管
理
は
大
変
で
し
た
が
、

現
地
社
員
と
対
話
し
な
が
ら
ト
ラ
ブ
ル
の
未

然
防
止
と
い
う
日
本
流
の
や
り
方
も
取
り
入

れ
て
対
応
し
、
環
境
問
題
と
い
う
別
の
要
因

で
の
稼
働
遅
延
は
あ
っ
た
も
の
の
、
工
事
自

体
は
半
月
前
倒
し
で
完
工
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

宗
岡　

非
常
に
頼
も
し
く
思
い
ま
す
。
一
方
、

品
質
・
納
期
・
コ
ス
ト
競
争
力
強
化
な
ど
製

造
実
力
向
上
に
対
し
て
は
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
か
。

西
山　

鉄
の
機
能
・
品
質
に
よ
る
差
別
化
が

見
え
に
く
い
家
電
用
表
面
処
理
鋼
板
や
建
材

向
け
製
品
で
は
、
価
格
競
争
に
巻
き
込
ま
れ

な
い
た
め
に
各
部
品
・
部
材
の
機
能
ま
で
一

歩
踏
み
込
ん
だ
提
案
が
必
要
で
す
。
現
在
は

富
津
の
総
合
技
術
セ
ン
タ
ー
の
構
造
解
析
デ
ー

タ
を
も
と
に
、
新
た
な
成
形
方
法
で
鋼
板
を

薄
手
化
し
て
お
客
様
の
コ
ス
ト
削
減
を
図
り
、

汎
用
品
に
は
な
い
付
加
価
値
の
浸
透
に
努
め

て
い
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
総
合
力
を
活
か
す
観

点
か
ら
は
、
例
え
ば
サ
イ
ア
ム
・
ユ
ナ
イ
テ
ッ

ド
・
ス
チ
ー
ル（
Ｓ
Ｕ
Ｓ
）の
冷
延
材
を
Ｓ
Ｔ
Ｐ

で
表
面
処
理
し
、Ｓ
Ｔ
Ｐ
に
よ
る
製
缶
メ
ー
カ
ー

向
け
の
短
納
期
デ
リ
バ
リ
ー
を
実
現
し
ま
し
た
。

ま
た
数
年
前
か
ら
３
カ
月
に
１
回
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
・
イ
ン
ド
・
中
国
・
日
本
の
ス
タ
ッ

フ
が
集
ま
る
定
例
会
議
を
開
催
し
て
、
品
種

分
野
ご
と
の
各
拠
点
の
情
報
共
有
・
活
用
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

蝦
名　

大
競
争
時
代
に
入
っ
た
ブ
ラ
ジ
ル
で

は
、製
鉄
事
業
の
生
き
残
り
の
た
め
に
品
質
・

コ
ス
ト
を
含
め
た
製
造
実
力
向
上
が
必
須
で

す
。
具
体
的
に
は
現
在
、
イ
パ
チ
ン
ガ
・
ク

バ
ト
ン
両
製
鉄
所
の
生
産
構
造
最
適
化
や
、

Ｃ
Ｌ
Ｃ（
※
）・
ウ
ニ
ガ
ル
第
２
Ｃ
Ｇ
Ｌ
立
ち

上
げ
・
熱
延
ラ
イ
ン
新
設
な
ど
に
よ
る
高
級

鋼
需
要
の
捕
捉
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
新
日
鉄
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
も
強
化
さ
れ
、

副
社
長
と
技
術
者
５
名
で
ウ
ジ
ミ
ナ
ス
社
全

体
の
課
題
に
つ
い
て
支
援
す
る
体
制
に
拡
充

し
ま
し
た
。

宗
岡　

円
高
で
苦
し
ん
だ
日
本
と
同
様
の
こ

と
が
ブ
ラ
ジ
ル
で
起
き
て
お
り
、
経
済
成
長

特別座談会

タイ  STP第2めっきライン　手入れの行き届いたきれいな現場

ブラジル  ウジミナス社内打ち合わせ風景

インド  NPI の工場建設現場で工事の進捗を確認

タイ  STPの6SやTPM活動で見やすくなった設備
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宗
岡　

現
在
、
海
外
生
産
を
加
速
さ

せ
て
い
る
自
動
車
や
家
電
な
ど
の
日

系
の
お
客
様
は
、
各
社
の
現
地
生
産

拠
点
に
対
し
て
も
、
日
本
と
同
じ
品

質
の
鋼
材
を
、
同
じ
納
期
で
提
供
す

る
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。
そ
う
し

た
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
、
当
社
で
は
今

後
、
経
営
統
合
に
よ
り
各
国
の
鋼
材

供
給
拠
点
を
迅
速
・
効
率
的
に
配
置
・

活
用
す
る
こ
と
で
、
競
合
他
社
よ
り

圧
倒
的
に
有
利
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
確

保
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
最
後

に
、
皆
さ
ん
が
現
地
で
感
じ
る
当
社

の
強
み
と
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す
る

人
材
に
求
め
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

高
杉　

ま
ず
は
、
製
鋼
か
ら
最
終
製

品
ま
で
一
貫
で
最
適
設
計
・
管
理
で

新日鉄鉄鋼情報コンサルティング上海支店

大瀧 敦夫
新日鉄社長

宗岡 正二
ニッポンスチール・パイプ・インディア

高杉 直樹

き
る
点
で
す
。
さ
ら
に
鋼
管
事
業
は
中
国
・

タ
イ
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
続
い
て
イ
ン
ド
が

４
拠
点
目
で
あ
り
、
立
ち
上
げ
ノ
ウ
ハ
ウ
が

蓄
積
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
強
み
で
す
。
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
に
求
め
ら
れ
る
も
の
は
、
広
範
囲

の
業
務
を
軽
重
つ
け
て
こ
な
し
て
い
く
能
力

と
、
つ
ま
ず
い
て
も
下
を
向
か
ず
常
に
前
進

す
る
姿
勢
を
現
地
社
員
に
示
す
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

増
地　

昔
か
ら
海
外
輸
出
が
多
か
っ
た
ブ
リ

キ
は
、
国
内
外
の
お
客
様
と
協
業
し
な
が
ら

共
に
成
長
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
過
程
で
製

缶
技
術
な
ど
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
地
道
に

蓄
積
し
て
き
た
こ
と
が
大
き
な
強
み
で
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
、

相
手
の
ス
タ
ン
ス
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
確

実
に
対
応
で
き
る
能
力
と
、
技
術
力
を
基
軸

と
し
た
対
話
で
す
。

の
一
方
で
レ
ア
ル
高
が
進
み
輸
入
攻
勢
が
強

ま
る
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
日
本
で
鍛

え
培
っ
た
経
験
を
も
と
に
克
服
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

増
地　
Ｓ
Ｔ
Ｐ
で
は
稼
働
後
約
15
年
を
経
て
、

自
主
管
理
・
改
善
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
回
す
仕
組

み
づ
く
り
が
課
題
と
な
り
、
２
０
０
７
年
か

ら
人
材
育
成
も
視
野
に
入
れ
た
Ｔ
Ｐ
Ｍ
活
動（
※
）

を
開
始
。
ま
た
６
Ｓ
や
Ｔ
Ｐ
Ｍ
活
動
を
通
じ

て
設
備
を
き
れ
い
に
見
や
す
く
し
、
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
に
設
備
の
機
能
ま
で
を
含
め
た
理
解
を

根
付
か
せ
る
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
見

学
し
た
お
客
様
や
地
域
の
方
か
ら
鉄
鋼
メ
ー

カ
ー
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
き
れ
い
だ
と
評
価

さ
れ
、
企
業
価
値
の
向
上
に
も
つ
な
が
っ
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

が
設
備
の
原
理
・
原
則
を
理
解
し
た
上
で
設

備
点
検
で
き
る
よ
う
に
、
動
力
伝
達
機
構
や

油
圧
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
模
型
を
使
っ
た
教
育

な
ど
も
実
施
し
ま
し
た
。

宗
岡　

Ｓ
Ｔ
Ｐ
の
工
場
は
本
当
に
き
れ
い
で

感
心
し
ま
し
た
。
私
が
日
本
国
内
の
各
製
鉄

所
で
そ
の
話
を
す
る
の
で
新
日
鉄
か
ら
の
見

学
者
も
増
え
た
よ
う
で
す
。

※ 

Ｃ
Ｌ
Ｃ
：C

ontinuous on Line C
ontrol Process

　

鋼
材
の
強
度
や
粘
り
を
精
密
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
制
御

冷
却
プ
ロ
セ
ス
。

※ 

Ｔ
Ｐ
Ｍ
活
動
： Total Production M

aintenance

　

生
産
シ
ス
テ
ム
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
体
を
対
象
に
、
生
産

シ
ス
テ
ム
の
効
率
化
を
進
め
る
取
り
組
み
。

世
界
共
通
の〝
信
頼
〞を
ベ
ー
ス
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
さ
ら
に
推
進

新日鉄と住友金属工業（株）が経営統合に向けた検討を開始（2011年2月3日発表）
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西
山　

強
み
を
一
言
で
言
う
と
、
先
輩
た
ち

が
築
い
て
き
た
高
い
技
術
力
を
前
提
と
す
る

営
業
力
・
企
画
力
な
ど
の
ブ
ラ
ン
ド
力
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
グ
ル
ー
プ
の
総
合
力

を
活
か
し
、
品
質
・
納
期
・
コ
ス
ト
を
一
貫

管
理
で
き
る
こ
と
が
大
き
な
強
み
で
す
。
グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
現
地

で
起
こ
っ
て
い
る
事
象
や
情
報
を
臨
場
感
を

持
っ
て
日
本
に
伝
え
て
理
解
し
て
も
ら
う
熱

意
と
能
力
で
す
。

蝦
名　

こ
れ
ま
で
新
日
鉄
は
、
自
動
車
分
野

を
中
心
に
他
社
に
先
駆
け
て
グ
ロ
ー
バ
ル
供

給
体
制
を
構
築
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
優
位

性
を
さ
ら
に
発
展
で
き
る
は
ず
で
す
。
新
日

鉄
マ
ン
は
高
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
粘
り
強

く
課
題
に
取
り
組
む
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
持
っ
て
い
ま

す
。
海
外
だ
か
ら
特
別
で
は
な
く
、
日
本
に

い
て
も
常
に
改
善
・
改
革
・
挑
戦
す
る
姿
勢

で
自
ら
考
え
行
動
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思

い
ま
す
。

大
瀧　

先
輩
た
ち
が
尽
力
さ
れ
た
長
年
の
協

力
関
係
の
中
で
常
に
正
々
堂
々
と
歩
ん
で
き

た
当
社
は
、
中
国
鉄
鋼
業
界
か
ら
も
敬
意
と

信
頼
を
持
っ
て
受
け
止
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
が
強
み
で
あ
り
後
進
が
し
っ
か
り
継
承

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
資
産
で
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
に
つ
い
て
は
、
チ
ャ
ン
ス

を
活
か
し
て
ま
ず
海
外
を
経
験
し
て
、
日
本

の
常
識
が
そ
の
ま
ま
通
用
す
る
も
の
で
は
な

い
こ
と
を
実
体
験
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

宗
岡　

各
国
の
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
が
事
業
の
検

討
な
ど
を
行
う
と
き
、
ま
ず
最
初
に
相
談
す

る
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
と
し
て
当
社
を
選
ん
で
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
競
合
他
社
よ
り
も
早
く
そ
う

し
た
情
報
と
接
し
て
事
業
化
判
断
で
き
る
こ
と

も
当
社
の
強
み
の
一
つ
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ア
ル
セ
ロ
ー
ル
ミ
タ
ル
や
ポ
ス
コ
、
宝
山
鋼
鉄

な
ど
各
国
の
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
と
の
ア
ラ
イ
ア

ン
ス
も
そ
う
し
た
中
で
実
現
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
卓
越
し
た
技
術
力
だ
け
で
な
く
、
当

社
に
対
す
る
信
頼
に
よ
る
も
の
で
す
。
当
社
は

半
世
紀
前
の
ブ
ラ
ジ
ル
の
ウ
ジ
ミ
ナ
ス
を
皮
切

り
に
、
ポ
ス
コ
、
宝
山
鋼
鉄
な
ど
へ
の
技
術
協

力
と
い
う
形
で
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
が
、
そ
の
歴
史
の
中
で
、
諸
先
輩
が

実
践
し
て
き
た
当
社
の
企
業
行
動
が
大
き
な

信
頼
を
勝
ち
得
て
き
た
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま

す
。
国
民
性
は
違
っ
て
も
〝
信
頼
〞
と
い
う
思

い
は
世
界
共
通
の
も
の
で
、
私
た
ち
は
そ
の
財

ウジミナス

蝦名 博志
タイ新日鉄

西山 史一
新日鉄八幡製鉄所 ブリキ工場 ブリキ課

増地 和幸

産
を
し
っ
か
り
継
承
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

ま
た
来
年
10
月
の
住
友
金
属
工
業（
株
）と
の

経
営
統
合
が
実
現
す
る
と
、
粗
鋼
５
０
０
０
万

ト
ン
と
い
う
規
模
を
ベ
ー
ス
に
経
営
の
安
定

が
図
ら
れ
、
人
・
技
術
・
資
金
な
ど
の
経
営

資
源
を
効
率
的
に
運
用
す
る
こ
と
で
、
海
外

事
業
展
開
を
よ
り
迅
速
に
広
範
囲
に
確
実
に

実
行
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
当

社
の
強
み
で
あ
る
薄
板
を
中
心
と
し
た
技
術

と
住
金
の
高
い
鋼
管
技
術
が
融
合
す
れ
ば
、

世
界
の
舞
台
で
競
合
他
社
の
先
を
行
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。
今
後
、
こ
れ
ら
経
営
資
源
の

最
大
活
用
を
図
り
、
皆
様
の
信
頼
に
お
応
え

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

中国・宝山鋼鉄建設プロジェクト第一期起工式における稲山会長（当時）
の挨拶（1978年）

写真左 ブラジル・ウジミナスの
操業を祝う記念式典（1962年）

写真右 ウジミナスの製鉄所建設
を示す看板
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フ
レ
ッ
シ
ュ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
賞
は
将
来

を
期
待
さ
れ
る
優
れ
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を

対
象
と
し
た
賞
で
、
技
術
の
み
に
偏
ら
ず

音
楽
性
や
将
来
性
を
重
視
し
て
広
い
範
囲

か
ら
選
出
し
、
賞
状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
、
副

賞
３
０
０
万
円
を
贈
っ
て
い
る
。

　

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
長
原
幸
太
氏
は
、

12
歳
で
東
京
交
響
楽
団
と
共
演
し
た
の
を

皮
切
り
に
、
日
本
各
地
の
主
要
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
や
小
澤
征
爾
氏
、
故
・
岩
城
宏
之
氏
、

秋
山
和
慶
氏
、
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
ボ
ッ
セ
氏

　

特
別
賞
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
ベ
ー
ス

に
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
る
個
人
を
対
象

と
し
た
賞
で
、
演
奏
家
に
限
定
せ
ず
幅
広

い
ジ
ャ
ン
ル
の
中
か
ら
、
音
楽
文
化
の
発
展

に
大
き
な
貢
献
を
果
た
し
た
方
に
対
し
て
、

賞
状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
、
副
賞
１
０
０
万
円

を
贈
っ
て
い
る
。

　

才
能
教
育
研
究
会
芸
術
監
督
の
豊
田
耕

兒
氏
は
、
ド
イ
ツ
正
統
派
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ニ
ス
ト
と
し
て
、
ベ
ル
リ
ン
放
送
交
響
楽

団
で
第
一
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
を
17
年

な
ど
の
名
指
揮
者
と
共
演
。
海
外
で
の
活

動
も
活
発
で
イ
ギ
リ
ス
の
音
楽
祭
に
招
か

れ
絶
賛
さ
れ
た
。

　

ソ
リ
ス
ト
や
室
内
楽
奏
者
と
し
て
優
れ

て
い
る
だ
け
で
な
く
、
大
阪
フ
ィ
ル
ハ
ー

モ
ニ
ー
交
響
楽
団
の
首
席
コ
ン
サ
ー
ト
マ

ス
タ
ー
や
ほ
か
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
客
演

コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
と
し
て
、
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
に
好
ま
し
い
生
命
を
吹
き
込
ん
で
い

る
活
動
が
今
回
高
く
評
価
さ
れ
た
。

間
務
め
、
ベ
ル
リ
ン
国
立
芸
術
大
学
で
21

年
間
後
進
の
指
導
に
当
た
る
な
ど
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
活
躍
。
そ
の
後
、
日
本
で
草
津
夏

期
国
際
音
楽
ア
カ
デ
ミ
ー
＆
フ
ェ
ス
テ
ィ

ヴ
ァ
ル
の
創
立
お
よ
び
音
楽
監
督
や
群
馬

交
響
楽
団
の
音
楽
監
督
と
し
て
も
多
大
な

成
果
を
収
め
、
現
在
も
精
力
的
に
後
進
の

指
導
に
当
た
っ
て
い
る
。

（
長
原
氏
、
豊
田
氏
は
今
号
の「
ト
ー
ク
ス
ク
エ
ア
」

に
ご
登
場
い
た
だ
い
て
い
ま
す
）

コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
と
し
て
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
生
命
を
吹
き
込
む

日
欧
で
精
力
的
に
後
進
の
指
導
に
当
た
る

フ
レ
ッ
シ
ュ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
賞　

長な

が

は

ら原 

幸こ

う

た太
氏

特
別
賞　

豊と

よ

だ田 

耕こ

う

じ兒
氏

VOL.13
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第 21回新日鉄音楽賞
贈呈式・受賞記念コンサート

松下功『マントラ』ほか2曲を演奏受賞の喜びを語る豊田氏（中央）

7月 6日、東京・千代田区の紀尾井ホールで「第 21回新日鉄音楽賞」の贈呈式
と受賞記念コンサートが行われた。フレッシュアーティスト賞にヴァイオリニスト
の長原幸太氏、特別賞にヴァイオリニストで（社）才能教育研究会芸術監督の豊田
耕兒氏が輝いた。新日鉄音楽賞は1990年、新日鉄創立20周年と新日鉄コンサート
放送 35周年を記念して設けられたもので、新日鉄グループは日本の音楽文化の
発展と、将来を期待される音楽家の一層の活躍を支援している。



若
手
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま
で

総
勢
24
人
の
奏
者
が
結
集

　

今
回
の
第
20
回
記
念
公
演
は
、
3
夜
連
続

の
コ
ン
サ
ー
ト
と
3
つ
の
ミ
ニ
・
コ
ン
サ
ー
ト

で
構
成
さ
れ
、
若
手
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
総

勢
24
人
の
ヴ
ィ
オ
ラ
奏
者
が
結
集
し
た
。
メ

イ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
室
内
楽
に
欠
か
せ

な
い
ヴ
ィ
オ
ラ
の
技
を
聴
く「
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
の
妙
」、
古
今
の
ヴ
ィ
オ
ラ
協
奏
曲
を
聴
く

「
ザ
・
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
」、
無
伴
奏
か
ら
ヴ
ィ
オ

ラ
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
ま
で
名
手
た
ち
に
よ
る

ヴ
ィ
オ
ラ
尽
く
し
の
祭
典「
ヴ
ィ
オ
ラ
、
ヴ
ィ

オ
ラ
、
ヴ
ィ
オ
ラ
〜
ヴ
ィ
オ
ラ
万
歳
！
」と
題

し
、
ヴ
ィ
オ
ラ
の
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
に
光
を

当
て
た
。

　

ま
た
ミ
ニ･

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
世
界
へ
の

躍
進
が
目
覚
ま
し
い
ア
ジ
ア
の
ヴ
ィ
オ
ラ
奏
者

を
紹
介
す
る「
今
井
信
子
と
ア
ジ
ア
ン
・
フ
レ

ン
ズ
」、
コ
ン
サ
ー
ト
豪
華
出
演
者
た
ち
が
講

師
と
な
り
公
演
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た
公
開

マ
ス
タ
ー
ク
ラ
ス
の
優
秀
な
受
講
生
が
演
奏
を

披
露
す
る「
ラ
イ
ジ
ン
グ
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・

コ
ン
サ
ー
ト
」、
第
1
回
東
京
国
際
ヴ
ィ
オ
ラ

コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
者
が
さ
ら
に
腕
に
磨
き
を

か
け
て
贈
る「
マ
ー
ロ
フ
＆
ヘ
ル
テ
ン
シ
ュ
タ

イ
ン 

ジ
ョ
イ
ン
ト
・
リ
サ
イ
タ
ル
」な
ど
、
今

後
の
音
楽
界
を
展
望
す
る
公
演
と
な
っ
た
。

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
溢
れ
る

ヴ
ィ
オ
ラ
の
祭
典
へ
と
発
展

　

ヴ
ィ
オ
ラ
ス
ペ
ー
ス
は
１
９
９
２
年
、
国

際
的
に
活
躍
す
る
ヴ
ィ
オ
ラ
奏
者
の
今
井
信

子
氏
を
中
心
に
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
中
で
も

目
立
た
な
い
楽
器
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
強
い

ヴ
ィ
オ
ラ
の
素
晴
ら
し
さ
を
広
く
伝
え
、
次

代
を
担
う
若
い
演
奏
家
た
ち
を
育
成
す
る
目

的
で
始
ま
っ
た
。
そ
れ
か
ら
20
年
、
日
本
を

代
表
す
る
ヴ
ィ
オ
ラ
奏
者
や
国
内
外
の
ゲ
ス

ト
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
創
造
的
な
演
奏
を
繰

り
広
げ
、
世
界
に
も
類
を
見
な
い
オ
リ
ジ
ナ

リ
テ
ィ
溢
れ
る
ヴ
ィ
オ
ラ
の
祭
典
へ
と
発
展

し
た
。
ヴ
ィ
オ
ラ
ス
ペ
ー
ス
の
歩
み
を
振
り

返
り
、
今
井
氏
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
こ
ん
な
に
も
長
く
続
く
と
は
当
初
は
正
直

な
と
こ
ろ
、
想
像
も
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

世
界
中
を
見
回
し
て
も
ヴ
ィ
オ
ラ
に
特
化
し

た
シ
リ
ー
ズ
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
も

ヴ
ィ
オ
ラ
仲
間
た
ち
の
、
ヴ
ィ
オ
ラ
へ
の
情

熱
の
賜
物
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後

と
も
私
た
ち
は
常
に
前
向
き
に
、
新
し
い
こ

と
に
ど
ん
ど
ん
挑
戦
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
」

で会いましょう

VOL.14
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今年で20回の節目を迎えたヴィオラの祭典「ヴィオラスペース2011」（主催：
テレビマンユニオン）が5月27～29日の3日間、東京・千代田区の紀尾井
ホールで開催された。最終日には皇太子殿下がご臨席され、国内外の
豪華メンバーによるヴィオラの夢の競演に惜しみない拍手を送られた。

第 20回記念公演
ヴィオラスペース2011
皇太子殿下ご臨席のもと
夢の競演を繰り広げる

ヴィオラの祭典を堪能された皇太子殿下ヴィオラ八重奏

今井信子氏（左から2番目）と次世代奏者

キム・カシュカシアン氏と桐朋学園オーケストラ ©藤本史昭

©藤本史昭

©藤本史昭
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│
│
音
楽
の
道
に
進
ま
れ
た
き
っ
か
け
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

長
原　

母
が
ピ
ア
ノ
の
先
生
で
、
僕
も
３
歳
か
ら
習

い
始
め
た
ん
で
す
が
、
ピ
ア
ノ
は
ど
う
し
て
も
合
わ

な
く
て
続
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
母
と
し
て
は
自

分
と
一
緒
に
で
き
る
趣
味
が
欲
し
か
っ
た
ら
し
く
、

今
度
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
す
す
め
た
ん
で
す
ね
。
僕

は
音
楽
と
並
行
し
て
野
球
や
サ
ッ
カ
ー
も
や
る
ス
ポ
ー

ツ
少
年
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
小
５
の
と
き
に
小
栗
ま

ち
絵
先
生
と
お
会
い
し
て
、
そ
こ
か
ら
真
剣
に
音
楽

に
取
り
組
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
高
校
に

入
る
こ
ろ
に
澤
和
樹
先
生
に
お
会
い
し
て
、
本
気
で

音
楽
の
道
に
進
み
た
い
な
ら
私
が
面
倒
を
見
る
か
ら

東
京
に
来
な
さ
い
と
言
っ
て
い
た
だ
き
、
東
京
芸
大

付
属
高
校
に
進
み
ま
し
た
。

│
│
ス
ズ
キ
・
メ
ソ
ー
ド
の
創
始
者
で
あ
る
鈴
木
鎮
一

先
生
に
師
事
さ
れ
た
の
は
、
ど
ん
な
き
っ
か
け
か
ら

で
す
か
？

豊
田　

最
初
は
父
が
鈴
木
先
生
に
習
い
に
行
っ
て
い

て
、
私
を
連
れ
て
行
く
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
。
私

は
３
歳
６
カ
月
で
定
期
発
表
会
に
出
て
、
父
の
伴
奏

で
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
弾
き
ま
し
た
。
と
て
も
聴
け
た

も
の
じ
ゃ
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
け
ど
、
当
時
は
そ

ん
な
子
ど
も
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
の
で
結
構
騒
が
れ

ま
し
た
ね
。
父
は
教
育
熱
心
で
、
私
を
鈴
木
先
生
に

習
わ
せ
る
た
め
に
、
当
時
住
ん
で
い
た
浜
松
か
ら
先

生
の
い
る
名
古
屋
に
引
っ
越
し
て
、
そ

の
後
も
ま
た
先
生
を
追
っ
て
東
京
に
移

り
ま
し
た
。
た
だ
、
戦
争
が
始
ま
る
と

先
生
は
木
曽
に
疎
開
さ
れ
て
、
私
も
父

を
亡
く
し
、
音
楽
か
ら
完
全
に
離
れ
ま

し
た
。
一
時
は
工
業
高
校
に
入
っ
て
建

築
家
を
目
指
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

で
も
終
戦
後
す
ぐ
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
の『
尋

ね
人
の
時
間
』で
先
生
が
私
を
探
し
て
く

だ
さ
り
、
そ
れ
が
縁
で
再
会
が
か
な
い

ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
は
音
楽
に
運
命
づ
け
ら
れ
た
よ

う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
受
け
止
め

集
中
し
て
弾
く
（
長
原
）

│
│
長
原
さ
ん
は
若
く
し
て
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー

を
任
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ど
ん
な
役
割
が
求
め
ら
れ

る
仕
事
な
の
で
し
ょ
う
か
？

長
原　

指
揮
者
の
意
向
を
汲
ん
で
、
楽
団
員
の
演
奏

を
取
り
ま
と
め
る
の
が
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
の
役

割
で
す
。
た
だ
、
会
社
で
例
え
れ
ば
指
揮
者
が
社
長

な
わ
け
で
す
が
、
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
と
し
て
は
、

社
長
命
令
を
こ
な
す
だ
け
で
は
面
白
く
な
い
。
音
楽

的
に
正
し
く
な
い
と
思
え
ば
意
見
す
る
こ
と
も
必
要

で
す
。
そ
う
い
っ
た
部
分
は
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
で
す
が
、

や
り
が
い
で
も
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

│
│
ご
自
身
は
ど
ん
な
演
奏
ス
タ
イ
ル
を
目
指
し
て

い
ま
す
か
？

長
原　

昔
は
お
客
さ
ん
の
目
を
惹
き
つ
け
な
く
ち
ゃ

い
け
な
い
と
思
っ
て
、
派
手
に
体
を
動
か
し
て
演
奏

し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
け
ど
、
今
は
ほ
と
ん
ど
体

を
動
か
さ
ず
に
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
弾
く
ん
で
す
。
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
で
は
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
と
し
て
楽
団

員
へ
合
図
を
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
動
き
ま
す
が
、

ソ
ロ
や
少
人
数
で
弾
く
と
き
は
ほ
と
ん
ど
動
か
な
い
。

理
由
は
、お
客
さ
ん
に
し
っ
か
り
音
を
届
け
た
い
か
ら
。

音
に
は
指
向
性
が
あ
る
の
で
、
体
を
動
か
す
と
音
の

飛
ぶ
方
向
が
ブ
レ
て
し
ま
う
。
す
る
と
、
ま
っ
す
ぐ

に
お
客
さ
ん
に
届
か
な
い
ん
で
す
。

豊
田　

素
晴
ら
し
い
！ 

そ
う
な
ん
で
す
よ
。
今
の
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ニ
ス
ト
は
上
手
だ
け
ど
、
体
を
く
に
ゃ
く
に
ゃ

さ
せ
す
ぎ
る
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
音
も
く
に
ゃ
く
に
ゃ

に
な
っ
ち
ゃ
う
。
い
や
、
実
に
素
晴
ら
し
い
。

長
原　

実
は
今
「
す
ご
く
緊
張
す
る
時
期
」な
ん
で
す
。

舞
台
に
立
つ
の
が
正
直
怖
い
と
き
が
あ
る
。
以
前
、

第21回
新日鉄音楽賞

受賞者インタビューゲ
ス
ト
◉ 

フ
レ
ッ
シ
ュ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
賞

　
　
　
　
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
　

　
　
　
　
大
阪
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
首
席
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー

長な

が

は

ら原
幸こ

う

た太
氏

プロフィール
1981年、広島県呉市生まれ。東京芸術大学在学中にジュリアード音楽院に留学。1994年ヴィエニアフスキー国際ヴァイ
オリンコンクール17歳以下の部３位。98年日本音楽コンクール最年少優勝。12歳で東京交響楽団と共演したのを皮切りに、
日本各地の主要オーケストラ、小澤征爾氏、故・岩城宏之氏など名指揮者と共演する。これまで村上直子、小栗まち絵、
故・工藤千博、澤和樹、ロバート・マンの各氏に師事。2004年大阪フィルハーモニー交響楽団首席客演コンサートマスター
に就任。2006年４月より首席コンサートマスターとなる。

自
分
の
音
を
ま
っ
す
ぐ
に

お
客
さ
ん
に
届
け
た
い

写真上：初めての発表会。左小指を骨折しながらも参加
　　　  した（1988年、小学2年生のころ）
写真下：2005年3月27日 大阪フィルハーモニーと
　　　  ヴィヴァルディ『四季』を演奏。ソリストを務める

写真上：初めての発表会 左小指を骨折しながらも参加
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あ
る
プ
ロ
野
球
の
試
合
前
に
、
３
万
人

の
観
衆
の
前
で『
君
が
代
』を
弾
い
た
こ

と
が
あ
っ
て
、
そ
の
と
き
初
め
て
脚
が

震
え
ま
し
た
。
あ
の
と
き
、
も
し
体
を

動
か
し
て
弾
い
て
い
た
ら
、
少
し
は
緊

張
が
紛
れ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
ど
、

や
っ
ぱ
り
そ
こ
は
音
楽
に
集
中
し
た
か
っ

た
の
で
、
自
分
を
ご
ま
か
さ
ず
に
弾
き

ま
し
た
。
た
だ
、
そ
れ
以
来
緊
張
す
る

よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
。
僕
の
場
合
、

緊
張
す
る
・
し
な
い
は
周
期
的
な
も
の
な
の
で
、
そ

の
う
ち
ま
た
し
な
く
な
る
と
思
う
ん
で
す
け
ど
。

音
楽
へ
の
意
識
を
高
め
る

教
育
を
大
事
に（
豊
田
）

│
│
豊
田
さ
ん
は
若
い
こ
ろ
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
渡
ら

れ
て
い
ま
す
。
当
時
は
海
外
に
出
ら
れ
る
日
本
人
は

少
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。

豊
田　

え
え
。
最
初
は
フ
ラ
ン
ス
政
府
の
給
費
生
と

し
て
留
学
し
ま
し
た
。
海
外
に
行
く
な
ん
て
ほ
と
ん

ど
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
時
代
だ
し
、
音
楽
を
や
る

人
も
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
自
分
は
選
ば

れ
た
分
、
な
ん
と
し
て
も
や
ら
ざ
る
を
得
な
い
、
運

命
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
気
持
ち
が
も
の
す
ご
く

強
か
っ
た
で
す
ね
。

　

パ
リ
の
音
楽
院
を
卒
業
し
て
か
ら
は
、
ル
ク
セ
ン

ブ
ル
ク
や
ケ
ル
ン
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
働
い
て
、
そ

の
後
に
ベ
ル
リ
ン
放
送
交
響
楽
団
に
移
り
ま
し
た
。

当
時
、ベ
ル
リ
ン
は
私
た
ち
の
憧
れ
。
音
楽
の
聖
都
で
、

ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
フ
ル
ト
ヴ
ェ
ン
グ
ラ
ー
や
ブ
ル
ー
ノ
・

ワ
ル
タ
ー
と
い
っ
た
有
名
な
音
楽
家
は
み
ん
な
ベ
ル

リ
ン
で
活
躍
し
て
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
最
初
に
オ
ー

デ
ィ
シ
ョ
ン
の
誘
い
を
い
た
だ
い
た
と
き
は
、
ま
あ

ど
う
せ
ダ
メ
だ
ろ
う
け
ど
、
ベ
ル
リ
ン
に
行
け
る
し
、

し
か
も
旅
費
も
全
部
出
し
て
く
れ
る
と
い
う
の
で
、

じ
ゃ
あ
行
っ
て
み
よ
う
と（
笑
）。
だ
か
ら
少
し
気
持

ち
の
余
裕
が
あ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。
運
良
く
受
か
っ

て
、
も
う
50
年
近
く
に
な
り
ま
す
。

│
│
現
在
は
、
音
楽
教
育
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

豊
田　

教
育
は
本
当
に
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

技
術
か
ら
入
る
と
音
楽
へ
の
愛
情
が
育
た
な
い
。
だ

か
ら
ス
ズ
キ
・
メ
ソ
ー
ド
は
、
ま
ず
い
い
音
楽
を
聴

か
せ
て
、
そ
れ
で
子
ど
も
た
ち
の
音
楽
へ
の
意
欲
を

高
め
る
。
す
る
と
伸
び
が
早
い
ん
で
す
。
そ
う
し
た

考
え
が
受
け
入
れ
ら
れ
て
、
今
は
ず
い
ぶ
ん
世
界
に

も
広
ま
り
ま
し
た
。

　

ド
イ
ツ
か
ら
帰
国
し
て
草
津
で
音
楽
祭
を
創
立
し

音
楽
監
督
を
10
年
、
群
馬
交
響
楽
団
の
音
楽
監
督
を

６
年
務
め
ま
し
た
が
、
厳
し
す
ぎ
て「
鬼
」と
言
わ
れ

て
ま
し
た（
笑
）。
で
も
、
音
楽
に
対
す
る
意
識
を
も
っ

と
高
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
た
し
、
そ
れ
に

よ
っ
て
楽
団
が
活
気
づ
い
て
演
奏
レ
ベ
ル
が
高
ま
っ

た
の
も
確
か
だ
と
思
い
ま
す
。

│
│
最
後
に
こ
れ
か
ら
の
抱
負
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

長
原　

僕
は
日
本
と
い
う
国
が
好
き
だ
し
、
日
本
の

音
楽
は
世
界
に
負
け
て
い
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
そ
れ
に
は
や
は
り
世
界
を
知
っ
て
お
く
必
要

も
あ
り
ま
す
か
ら
、
最
近
は
海
外
で
仕
事
を
す
る
こ

と
も
考
え
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
場
合
も
将

来
は
必
ず
日
本
に
帰
っ
て
く
る
つ
も
り
で
す
。
日
本

人
と
し
て
の
誇
り
を
持
っ
て
、
世
界
を
相
手
に
活
躍

で
き
た
ら
い
い
で
す
ね
。

豊
田　

私
自
身
、
勉
強
不
足
で
な
か
な
か
で
き
な
か
っ

た
こ
と
を
勉
強
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
そ
し
て
若

い
人
た
ち
に
学
ん
だ
こ
と
を
伝
え
て
い
き
た
い
。
今

教
え
て
い
る
現
場
で
は
、
根
本
か
ら
教
え
直
さ
な
い

と
い
け
な
い
こ
と
も
多
く
て
、「
こ
こ
は
病
院
み
た
い

だ
な
あ
」な
ん
て
言
っ
て
ま
す
。
私
は
や
っ
ぱ
り
厳
し

い
と
言
わ
れ
ま
す
け
ど
ね
、
音
楽
の
道
が
そ
も
そ
も

厳
し
い
ん
だ
か
ら
、
そ
れ
は
当
た
り
前
な
ん
で
す
よ
。

ゲ
ス
ト
◉ 

特
別
賞

　
　
　
　
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト

　
社
団
法
人 

才
能
教
育
研
究
会
芸
術
監
督

豊と

よ

だ田
耕こ

う

じ兒
氏

プロフィール
1933年、静岡県浜松市生まれ。幼少よりスズキ・メソードの創始者として知られる鈴木鎮一氏に師事。1952年フランス
政府給費留学生としてパリ国立高等音楽院に学ぶ。卒業後、ジョルジュ・エネスコ氏、アルテュール・グリュミオー氏に師事。
ライン室内楽団第一コンサートマスターを3年、ベルリン放送交響楽団第一コンサートマスターを17年、ベルリン国立芸術
大学ヴァイオリン科教授を21年間務める。また、帰国して草津夏期国際音楽アカデミー&フェスティヴァルの創立および音楽
監督を10年間、群馬交響楽団の音楽監督を６年間務めている。現在、国際スズキ協会会長、(社)才能教育研究会芸術監督。

教
え
方
が
厳
し
い
の
は
当
た
り
前
。

音
楽
の
道
は
厳
し
い
の
だ
か
ら写真上：鈴木鎮一先生と日比谷公会堂で（1969年）

写真下：ベルリン放送交響楽団で第一コンサートマスターを
　　　  務める（前列左）

写真上：鈴木鎮一先生と日比谷公会堂で（1969年）
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君
津
製
鉄
所
で
は
7
月
4
日
、

横
浜
国
立
大
学
名
誉
教
授
の
宮
脇

昭
氏
の
指
導
の
下
で
、
新
入
社
員

に
よ
る
植
樹
を
行
っ
た
。

今
回
の
植
樹
は
、
２
０
１
１
年

度
よ
り
開
始
し
た
新
入
社
員
教
育

「
新
日
鐵
学
園
」の
一
環
で
、
新
入
社

員
ら
２
３
１
人
が
参
加
。
日
本
や
ア

新
日
鉄
の
鋼
材
を
取
り
扱
う
商

社
10
社
の
集
ま
り
で
あ
る「
十
日
会
」

は
6
月
29
日
、
初
の
女
性
研
修
会

を
君
津
製
鉄
所
で
開
催
し
た
。
商

社
と
新
日
鉄
よ
り
、
鋼
材
の
受
発

注
業
務
な
ど
に
携
わ
る
女
性
社
員

約
40
人
が
参
加
。
生
産
工
程
や
出

荷
作
業
を
見
学
し
、
生
産
管
理
に

つ
い
て
の
講
義
を
受
け
た
後
、
懇

親
会
を
行
い
交
流
を
深
め
た
。

新
日
鉄
と
東
邦
チ
タ
ニ
ウ
ム（
株
）

は
共
同
で
、
チ
タ
ン
薄
板
用
直
接
鋳

造
チ
タ
ン
ス
ラ
ブ（
Ｄ
Ｃ
ス
ラ
ブ
™
）

の
量
産
工
業
化
技
術
の
開
発
に
世

界
で
初
め
て
成
功
し
、
こ
の
た
び
東

邦
チ
タ
ニ
ウ
ム
が
Ｄ
Ｃ
ス
ラ
ブ
の
量

産
を
開
始
し
た
。
一
般
工
業
用
途
向

け
の
主
要
製
品
で
あ
る
チ
タ
ン
薄

板
は
、
大
断
面
の
イ
ン
ゴ
ッ
ト
を
ブ

レ
ー
ク
ダ
ウ
ン
工
程（
分
塊
圧
延
ま

た
は
鍛
造
）で
薄
い
チ
タ
ン
ス
ラ
ブ

と
し
、
次
工
程
の
大
型
連
続
熱
間

圧
延
ラ
イ
ン
で
圧
延
、
製
造
し
て

い
る
。
今
回
開
発
に
成
功
し
た
Ｄ

Ｃ
ス
ラ
ブ
は
、
電
子
ビ
ー
ム
溶
解

法
を
用
い
て
ス
ラ
ブ
を
直
接
製
造

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
イ
ン
ゴ
ッ
ト

の
ブ
レ
ー
ク
ダ
ウ
ン
工
程
を
省
略
し
、

工
期
短
縮
や
省
資
源・省
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。

の
安
定
操
業
を
通
じ
、
電
力
の
安

定
供
給
に
努
め
て
い
く
。

釜
石
製
鉄
所
電
力
工
場（
東
北

電
力（
株
）へ
の
電
力
卸
供
給
、
契

約
電
力
13
・
6
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
）

が
、
7
月
1
日
に
営
業
運
転（
契

約
電
力
の
フ
ル
送
電
）を
再
開
し

た
。同

工
場
は
3
月
11
日
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
緊
急
停

止
し
、
石
炭
燃
料
を
受
け
入
れ
る

専
用
岸
壁
、
揚
陸
設
備
が
損
傷
し

た
。
そ
の
後
、
今
夏
の
電
力
需
給

逼
迫
の
緩
和
に
貢
献
す
る
た
め
、

早
期
の
再
稼
働
を
目
指
し
、
設
備

の
健
全
性
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、

公
共
埠
頭
の
活
用
な
ど
に
よ
る
石

炭
燃
料
の
物
流
体
制
の
構
築
を
進

め
、
6
月
下
旬
か
ら
試
験
運
転
を

行
っ
た
。

同
工
場
は
岩
手
県
で
最
大
の
出

力
規
模
を
持
ち
、
県
内
の
一
般
世

帯
の
電
力
需
要
の
約
4
割
を
ま
か

な
う
こ
と
が
可
能
。
電
力
不
足
が

懸
念
さ
れ
る
状
況
下
、
電
力
工
場

G
GROUP CLIP

総
務
部
広
報
セ
ン
タ
ー

 
０
３
│
６
８
６
７
│
２
１
３
５

営
業
総
括
部

 
０
３
│
６
８
６
７
│
５
０
３
３

総
務
部
広
報
セ
ン
タ
ー

 
０
３
│
６
８
６
７
│
２
１
４
６

総
務
部
広
報
セ
ン
タ
ー

 
０
３
│
６
８
６
７
│

　

 

２
１
３
５・２
１
４
６・２
１
４
７

DCスラブ、チタンインゴット

君津製鉄所での講義の様子

釜石製鉄所 電力工場

ジ
ア
で
植
林
や
環
境
保
全
林
の
整

備
を
続
け
て
い
る
宮
脇
昭
先
生
に

指
導
い
た
だ
き
、シ
ラ
カ
シ
・
シ
イ
・

タ
ブ
な
ど
９
２
１
本
の
苗
を
植
え
た
。

君
津
製
鉄
所
で
は
、
同
所
設
立
当

時
に
植
え
ら
れ
た
苗
が
高
さ
30
メ
ー

ト
ル
を
超
す
ほ
ど
に
成
長
し
、
多

様
な
動
植
物
を
育
ん
で
い
る
。

環　境研　修

技　術

経　営

世
界
初
の

直
接
鋳
造
チ
タ
ン
ス
ラ
ブ

量
産
工
業
化
技
術
の
開
発
に
成
功

釜
石
製
鉄
所
電
力
工
場
営
業
運
転
を
再
開

君
津
製
鉄
所

宮
脇
昭
先
生
の
指
導
で
植
樹

商
社
女
性
研
修
会
を

初
開
催

植樹指導する宮脇先生（右）
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新
日
鉄
住
金
ス
テ
ン
レ
ス（
株
）は
、

ス
テ
ン
レ
ス
製
造
工
程
で
生
じ
る
副

生
物
か
ら
ク
ロ
ム
、
ニ
ッ
ケ
ル
な
ど

の
レ
ア
メ
タ
ル
を
回
収
す
る
設
備
を

光
製
造
所
に
導
入
す
る
こ
と
を
決

定
し
た
。
経
済
産
業
省「
レ
ア
ア
ー

新
日
鉄
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ（
株
）

は
7
月
1
日
、『
Ｃ
Ｓ
Ｒ
報
告
書
』

を
初
発
刊
し
た
。
製
作
に
当
た
っ

て
環
境
保
護
や
震
災
復
興
支
援
と

し
て
、
両
面
印
刷
の
蛇
腹
式
を
採

用
し
、
紙
の
使
用
量
を
当
初
想
定

の
約
3
分
の
1
に
低
減
。
有
害
な

廃
液
を
出
さ
な
い
水
無
し
印
刷
を

採
用
し
、
印
刷
加
工
は
東
日
本
大

震
災
の
被
災
地
で
あ
る
福
島
市
の

印
刷
会
社
に
協
力
依
頼
。
内
容
面

で
は
マ
ッ
プ
編
と
カ
レ
ン
ダ
ー
編

新
日
鉄
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ

（
株
）は
オ
ム
ロ
ン（
株
）、
日
本
オ

ラ
ク
ル（
株
）と
共
に
、
7
月
6
日
、

懸
念
さ
れ
る
電
力
不
足
状
況
に
お

い
て
健
全
な
会
社
経
営
を
継
続
す

る
た
め
、
生
産
工
場
を
含
む
事
業

拠
点
の
電
力
消
費
ピ
ー
ク
の
低
減

対
策
を
支
援
し
、
生
産
活
動
の
継

新
日
鉄
化
学（
株
）は
7
月
6
日
、

三
井
化
学（
株
）と
の
間
で
ポ
リ
イ

ミ
ド
銅
張
積
層
板「
ネ
オ
フ
レ
ッ

ク
ス
®

」事
業
の
一
部
を
譲
り
受

け
る
こ
と
で
合
意
し
た
。
携
帯
電

話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
に
使

用
さ
れ
る
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
回
路
基

板
用
ポ
リ
イ
ミ
ド
銅
張
積
層
板
の

製
造
・
販
売
に
お
い
て
、
新
日
鉄

化
学
が
キ
ャ
ス
ト
法
で
製
造
す
る

www.nsc.co.jp
新日本製鉄発信のプレスリリースは、
ホームページに全文が掲載されています
のでご参照ください。

新
日
鉄
住
金
ス
テ
ン
レ
ス（
株
）企
画
部
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３
２
７
６
│

　

 

４
８
５
３・４
５
１
６・４
８
４
８

新
日
鉄
化
学（
株
）　

総
務
部（
広
報
）

 
０
３
│
５
２
０
７
│
７
６
０
０

新
日
鉄
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ（
株
）

総
務
部
広
報
室

 
０
３
│
６
６
６
５
│
２
３
６
６

新
日
鉄
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ（
株
）

総
務
部
広
報
・
Ｉ
Ｒ
室

 
０
３
│
５
１
１
７
│
６
０
１
２

9月29日（木）、30日（金）／18:00
紀尾井素踊りの會　特別公演
五代目　中村富十郎を偲んで
仕舞「花月」、清元「北州」、清元・筝曲「花月」
中村鷹之資、尾上松緑（立方）、片山幽雪（監修）、
藤間勘十郎（振付）、片山九郎右衛門 ほか（地謡）、
清元延寿太夫 ほか（浄瑠璃）、清元梅吉 ほか（三味線）、
福原徹彦（笛）、川瀬露秋（箏・胡弓）、
堅田喜三久連中（囃子）

10月7日（金）／19:00、8日（土）／14：00
ペーター・レーゼル
シュテファン・ザンデルリング ＆
紀尾井シンフォニエッタ東京
ベートーヴェン：ピアノ協奏曲 全曲ツィクルスⅡ
ピアノ協奏曲第1番ハ長調Op.15
ピアノ協奏曲第5番変ホ長調Op.73「皇帝」
ペーター・レーゼル（ピアノ）、
シュテファン・ザンデルリング（指揮）、
紀尾井シンフォニエッタ東京（管弦楽）

公演ご案内

http://www.kioi-hall.or.jp

新日鉄文化財団

お問い合わせ・チケットのお申し込み先
紀尾井ホールチケットセンター（日・祝休）  
TEL 03-3237-0061

　米国の名門クァルテットの2005年
紀尾井ホール開館10周年記念特別
公演以来の登場です。メンバーは世
代交代を幾度か繰り返していますが、
艶やかで緻密な「ジュリアード・サ
ウンド」の伝統は連綿と引き継がれ、
常に高い評価と人気を誇っています。
今回2009年紀尾井ホールで素晴ら
しい演奏を披露したジョセフ・リン
が第1ヴァイオリニストに就任して
からの初来日。名門の新時代到来に
今また注目が集まっています。

＜クァルテットの饗宴＞
ジュリアード弦楽四重奏団

スケジュール

ジュリアード弦楽四重奏団

11月2日（水）/ 19:00
ハイドン：
　　弦楽四重奏曲第57番ト長調Op.54-1,
　　Hob.Ⅲ-58「第1トスト四重奏曲第1番」
マルティーノ：
　　弦楽四重奏曲第5番（2004）
ベートーヴェン：
　　弦楽四重奏曲第13番
　　変ロ長調Op.130/133「大フーガ付」

ⓒ Steve.J.Sherman

「
エ
ス
パ
ネ
ッ
ク
ス
®

」
は
世
界
市

場
に
浸
透
し
て
い
る
。
今
回
三
井

化
学
の
ラ
ミ
ネ
ー
ト
法
も
加
え
る

こ
と
で
、
回
路
実
装
材
料
事
業
の

競
争
力
強
化
を
図
る
。
譲
り
受
け

は
２
０
１
１
年
8
月
1
日
。

続
と
電
力
消
費
の
省
エ
ネ
化
に
役

立
つ
仕
組
み「
電
力
ピ
ー
ク
低
減

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
」の
提
供
を
開

始
し
た
。
製
造
業
の
経
営
者
、
工

場
長
や
生
産
管
理
、
設
備
管
理
、

電
力
管
理
の
責
任
者
と
担
当
者
は
、

全
社
お
よ
び
各
拠
点
の
電
力
消
費

量
の
把
握
と
電
力
ピ
ー
ク
の
分
析

を
行
い
、
生
産
情
報
と
の
対
比
に

よ
り
ピ
ー
ク
時
の
対
処
計
画
の
策

定
が
可
能
に
な
る
。

ス
等
利
用
産
業
等
設
備
導
入
事
業
」

の
補
助
を
受
け
、
レ
ア
メ
タ
ル
回
収

設
備
を
新
た
に
導
入
す
る
こ
と
で
、

副
生
物
の
ほ
ぼ
全
量
を
リ
サ
イ
ク
ル

使
用
し
、
年
間
で
1
千
ト
ン
強
の

レ
ア
メ
タ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
量
拡
大
を

可
能
に
す
る
。
投
資
額
は
約
50
億
円
。

完
成
時
期
は
２
０
１
２
年
9
月
。

の
2
部
構
成
で
写
真
と
イ
ラ
ス
ト

を
多
用
し
、
レ
イ
ア
ウ
ト
に
も
工

夫
を
凝
ら
し
て
読
み
物
と
し
て
も

楽
し
め
る
内
容
に
仕
上
げ
て
い
る
。

楽
し
め
る
内
容
に
仕
上

グループグループ

グループ グループ

新
日
鉄
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ（
株
）

電
力
ピ
ー
ク
低
減
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
開
始

新
日
鉄
化
学（
株
）

ポ
リ
イ
ミ
ド
銅
張
積
層
板
事
業
を
一
部
譲
り
受
け

新
日
鉄
住
金
ス
テ
ン
レ
ス（
株
）

製
造
プ
ロ
セ
ス
で
レ
ア
メ
タ
ル

回
収
設
備
の
導
入
を
決
定

新
日
鉄
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ（
株
）

『
Ｃ
Ｓ
Ｒ
報
告
書
』を
初
発
刊

エスパネックス®
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100-8071  東

京
都
千
代
田
区
丸
の
内
2-6-1 TEL03 -6867 -4111　

http://w
w
w
.nsc.co.jp/

編
集
発
行
人
   総
務
部
広
報
セ
ン
タ
ー
所
長
　
 高
橋
 望
  ／
 企
画
・
編
集
・
デ
ザ
イ
ン
・
印
刷
　
株
式
会
社
日
活
ア
ド
・
エ
イ
ジ
ェ
ン
シ
ー

●
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
、
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
FAX
:03-6867-3597

●
本
誌
掲
載
の
写
真
お
よ
び
図
版
・
記
事
の
無
断
転
載
を
禁
じ
ま
す
。

多和 圭三 （たわ・けいぞう）
 作者プロフィール／ 1952年愛媛県大三島生まれ。日本大学芸術学部美術学科卒業。
81年に真木画廊で初個展を開催。以来、鉄を叩くことを通して制作を続ける。全国
の画廊や美術館で個展を開催するほか、米国、韓国、バングラデシュでも作品が紹
介されている。94年には新日鉄本社にて開催された「第3回 STEEL ART展」に出品。
95年タカシマヤ文化基金新鋭作家奨励賞受賞。2003年第33回中原悌二郎賞優秀賞
受賞。07年文化庁買上優秀美術作品。09年より多摩美術大学教授、現在に至る。

文藝春秋　7・8月号掲載
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